





























































































































































	表紙 
	中表紙 
	調査対象地区位置図 
	ダムサイト写真 
	ダム一般平面図 
	ダム上下流立面図 
	目次 
	1. 序論 
	1.1 はじめに 
	1.2 計画の背景 
	1.3 調査の目的と範囲 
	(1) 調査の目的 
	(2) 調査対象地域 
	(3) 調査の内容と範囲 


	2.白石ダム計画 
	2.1 F/S時のダム計画 
	2.2 改訂ダム計画（閻王鼻子ダム考慮） 
	(1) 初歩設計 
	(2) 施工計画 
	(3) RCDコンクリート施工 


	3. 調査実験結果 
	3.1 原位置岩盤剪断試験 
	(1) 一般地質概要 
	(2) ダムサイトの地質概要 
	(3) 剪断試験実施の経緯、目的 
	(4) 試験位置の選定 
	(5) 平板載荷試験方法、結果 
	(6) 剪断試験方法、結果 
	(7) 結論 

	3.2 水理模型実験 
	3.2.1 実験の目的 
	3.2.2 実験方法 
	3.2.3 実験条件 
	(1) 水位及び流量条件 
	(2) ゲート操作規則 

	3.2.4 実験内容 
	3.2.5 実験結果 
	3.2.5.1 洪水吐の放流能力 
	3.2.5.2 堤体部の実験 
	3.2.5.3 減勢工部(フリップバケット)の実験 
	3.2.5.4 下流河道の実験 


	3.3ダムコンクリート試験 
	3.3.1 試験内容 
	(1) RCDコンクリート大型供試体試験 
	(2) 断熱温度上昇試験 

	3.3.2 使用材料 
	3.3.3 試験結果及び考察 
	(1) 大型供試体試験 
	(2) 断熱温度上昇試験 

	3.3.4 まとめ 

	3.4 ダムコンクリート温度適応解析 
	3.4.1 検討目的 
	3.4.2 解析手法 
	3.4.3 解析条件の設定 
	(1) 熱定数 
	(2) 断熱温度上昇式 
	(3) 弾性定数 
	(4) 外気温 
	(5) 貯水池水温 
	(6) 打込み温度 
	(7) リフトスケジュール 

	3.4.4 検討断面の設定 
	3.4.5 検討ケースの設定 
	3.4.6 解析モデル 
	3.4.7 解析結果 
	(1) 最高温度 
	(2) 最大引張ひずみ 

	3.4.8 コンクリートクラック抑制対策の提案 
	(1) 非越流部コンクリートクラック制御対策 
	(2) 洪水吐部コンクリートクラック制御対策 
	(3) 底孔部コンクリートクラック制御対策 

	3.4.9 温度計測管理についての提案 
	(1) 温度計測管理の目的 
	(2) 温度計測の管理フロー 
	(3) 温度計の配置 
	(4) 温度計測の計画値 


	3.5 排砂、堆砂シミュレーション 
	3.5.1 日単位の流量、流砂データ解析 
	3.5.2 リモートセンシングによる土砂生産域の堆定 
	3.5.3 ゲートオペレーションによる排砂効果の評価 
	3.5.3.1 目的 
	3.5.3.2 底孔のゲートオペレーションによる排砂(貯水位を維持した場合） 
	(1) 準3次元拡散シミュレーションモデル
	(2) 貯水池堆砂形状の予測 
	(3) 洪水時における貯水池内の流動および浮遊砂の挙動 
	(4) 排砂効果の高いゲートオペレーションの策定 
	(5) 常時における貯水池内の浮遊砂の挙動 
	(6) 30年後の堆砂量の予測 
	3.5.3.3 洪水時の掃流力を利用した排砂の効果 
	(1) 泥流シミュレーションモデル 
	(2) 1969年洪水を想定したシミュレーション 
	(3) シミュレーション結果 

	3.5.4 中国側への提言 
	3.5.4.1 排砂シミュレーションについて 
	3.5.4.2 貯水池への土砂流入、堆砂についての観測計画 
	3.5.4.3総合的堆砂対策についての提言 



	裏表紙 



